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論 文 内 容 の 要 旨

本研究 は、精神遅滞児 に、漢字の読字行動(textualbehavior)を 獲得 させ るための有効な見本合わ

せ法(matching-to-sampleprocedure)の 究明 を企 図 して行 った もので ある。本論文 の構成 は、以下の

通 りであ る。第1章 で は、精神遅滞児 にお ける読 字行動 に関す る問題 を取 り上 げる とともに、 それ に基

づいた研究 の目的 とその方法 について述べた。第2章 では、変動遅延見本合わせ 法に よる漢字 の読字行

動 に関する実験 を9種 類施行 す ることによ り、有効な見本合 わせ法 を究明 しようとした。第3章 で は、

さらに、 同時見本合わせ法に よる漢字 の読字行動 に関す る実験 を1種 類施 行す ることによ り、有効な見

本合 わせ法 を究明 しよう とした。第4章 で は、上記の変動遅延見本合わせ法お よび同時見本合わせ法 に

お ける漢字 の読 字行動 の正反応 率 を まとめて展望 した。第5章 で は、施行 した10種 類 の実験結果 に対

し、総合的 な考察 を行った。最後 に、以上の経緯 に基づ いて、本研究の結論 を提示 した。各章の内容 の

概略 を以下 に述べ る。

第1章 で は、初 め に読 字行 動 とい う用語 を取 り上 げた。 すなわち、読 み(reading)と い う用語 は、

通常、 同時 に多 くのプロセス に関連す るため、 よ り狭義 の用語 として、読字行動(textualbehavior)

が用 い られ る(Skinner,1957)。 読 字(textual)と は、制御変数が手書 きの字旬 または印刷 の字句で あ

る言語オペ ラン トであ り、かつ、言語反応 が機能上、刺激の固有名に対 して同価値で ある言語 オペ ラン

トで ある(Winokur,1976)。 すなわち、読字行動 はオペ ラン ト行動で ある。

ところで、精神遅滞 児の社会的 自立 を目指す精神遅滞児教育 に とって、不可欠 な必要条件 の一っ は、

彼等 に この読字行動を獲得 させ るこ とであ る。 しか しなが ら、 この読字行動 は、読み手側 に とって、極

めて専門的 な技能 を必要 とす る最 も複雑な プロセスであ る(Dechant&Smith,1977)た め もあって、
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小学校 に在籍 す る教育可能精神遅滞 児は、普通 児 よ りも、2学 年か ら4学 年劣 ってお り(Ingalls,1978)、

また、最近 まで、精神遅滞児の教師の間では、訓練可能精神遅滞児 には、読字学 習の能力が ない と信 じ

られて いた程であ る(Vandever&Stubbs,1977)。

このような レベルにある精神遅滞 児に対 し、漢字の読字行 動を獲得 させ るこ とは、対象児 によって程

度 の差 はあれ、従来 の伝統的 な指導法では、困難 また は不可能であった。 それ故 、精神遅滞児 に漢字の

読字行動 を獲得 させ るには、有効な指導法 を新 たに開発す るこ とが不可欠 とな る。片岡は、かつて、精

神遅滞児養護学校 において、担任 の児童生徒 に対 し、漢字の読 字行動 を獲得 させ るための一方策 として、

見本合 わせ法 による指導 を試みた。見本合 わせ法 とは、有機体 がサンプル刺激 とあ る点で一致す る刺激

に対 し、正確 に反応 す ることを要求 され る手続 きであ る(Thomas,1979)。 片 岡は、試行錯誤 を繰 り返 し

なが ら、 この ような見本合わせ法に よる指導 を進 めた結果、 この方法 による有効性 が示唆 された。

本研究で は、 この ような精神遅滞 児教育 の実践か ら得 られた知見 の上 に、実験行動分析学の分野 にお

いて、Cumming&Berryman(1965)が 、ハ トを被験体 として行った変動遅延見本 合わせ法(Variable

delaymatching-to-sampleprocedure)と 、 同時見 本 合 わせ 法(Simultaneousmatching-to-sample

procedure)を 適用 して、新た に、独 自の見本合わせ法を考案 した。

す なわち、本研究 は、精神遅滞児 に漢字 の読字行動 を獲得 させ るために、変動遅延見本合 わせ法(9

種類)と 、同時見本合 わせ法(1種 類)を 開発す る とともに、かっ、 それ を遂行 す るための実験装置 を

考案 ・製作 し、 それ らを用いた実験 を施行 するこ とによ り、有効 な見本合わせ法 の究明 を企図 した もの

で ある。

本研究を進 め るにためには、 まず、llの 実験条件 を設定 し、 このllの 実験条件 のいずれか を組み合わ

せて考案 したのが、第2章 ・第3章 で取 り上 げる10種 類 の見本合 わせ法で ある。 なお、 これ らの実験 は、

いずれ も、福 島大学教育学部附属養護学校言語教室(設 計者:片 岡義信)で 施行 した。

本研究の実験 には、以下の2っ の実験装置 を用 いた。

福 島大学 式BehaviorModificationSs七emModelII(略 称Modelll)(考 案 者:片 岡義信、製 作

者:室 町機械株 式会社、製作年月:1978年2月)。 本装置 は、主 として、BehaviorModification関 係の

実験的研 究お よび教育 ・臨床実践 に使用 す ることを企 図 して考案 ・製作 した ものであ る。 その後、新た

に以下の装置 を考案 ・製作 して付加 し、従来 の装置 と連動 し得 るように した。① モジュール(視 覚提 示

用の プロジ ェクタース ク リー ン)(1978年)。 ②視 覚的正誤提示装置(1979年)。 ③ 潜時(latency)測 定

装置(1980年)。 ④視覚刺激提示時間の任意化(1980年)。

福島大学式言語学習装置(考 案者:片 岡義信、製作者:室 町機械株 式会社、製作年月:1981年3月)。

本装置 は、主 として、見本合わせ法 を用 い、児童生徒 に対 し読字行動 を獲得 させ ようと企 図 して考案 ・

製作 した ものであ る。 さ らに、 その他 の言語学習 に も活用 し得 る汎用性 のある装 置に した。

第2章 で は、変動遅延見本合 わせ法9種 類 を、ModelIIを 用 いて施行 す ることによ り、精神遅滞児 に

対 し、漢 字の読字行動 を獲得 させ るための有効 な見本 合わせ法 を究明 しよう とした ものである。

実験1で は、ModelIIの フ レー ムの1つ に標準刺激(絵)、2・3・4に 比較刺激(漢 字)を 提示 し、

正反応 に対 して正 の強化子 を随伴 す る10秒 遅延視覚 一視覚見本合 わせ法 によって、漢字 の読字行動 を獲

得 させ得 るか どうかを検討 しよう とした もので ある。被験者 は養護学校(以 下略)中 学部 ・高等部の生

徒4名 、刺激資料 は体 に関 す る漢 字⑩、実験 デザ インはA-B-A-C-A-D-A(A:Baseline、B・

C・D:Acquisition、 以下略)、 視覚刺激の提 示時間は5sec、 視覚刺激 問の遅延時間 は10secで あった。

その結果 、漢字の読字行動 の正反応率(以 下、漢字の正反応率 と略)は 、Alに 比 しA4に おいて は、被
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験者全員 に上昇が見 られた。

実験IIで は、 フレームの1つ に標準刺激(絵)、2・3・4に 比較 刺激(漢 字)を 提示 し、正反応 に連

動 して正の強化 子3種 類、誤反応 に連動 して罰刺激 および刺激制御 のための分化強化 を随伴 す る3秒 遅

延視覚 一視覚見本合 わせ法 によって、精神遅滞児 に漢字 の読字行動 を獲得 させ得 るか どうか を検 討 しよ

うとした ものであ る。被験者 は、中学部 の生徒4名 、刺激資料 は体 に関す る漢字⑩、実験 デザイ ンはA-

B-A-C-A-D-A一:F-A、 視 覚刺激 の提示時 間は5sec、 視覚 刺激 間の遅延時問 は3secで あった。

その結果 、漢字 の正反応率 は、Alに 比 しA6に おいては、全員 に上昇が見 られた。

実験mで は、 フレームの1つ に標 準刺激(絵)、2・3・4に 比較刺激(漢 字)を 提示 し、 プロンプ ト

(prompt)を 随伴 す る5秒 遅延視覚 一視覚見本合 わせ法 によって、精神遅滞児 に漢字の読字行 動 を獲得

させ得 るか どうかを検討 しよ うとした ものであ る。被験者 は小学部の児童4名 、刺激資料 は体 に関す る

漢字⑩、実験 デザ インはA-B-A-C-A、 視 覚刺激 の提示 時間 は8sec、 視覚刺激間の遅 延時間 は5sec

で あった。 プロンプ トはCの 前 に4段 階の プロンプ トを1度 だ け随伴 させた。その結果 、漢字 の正反応

率 は、AIに 比 しA2に おいて は、 まった く上昇 しない もの もいたが、A2に 比 し、プロンプ トを随伴 さ

せた後 のA3に おいては、全員 に上昇が見 られた。

実験IVで は、(1)標準刺激 として、 フレームの1っ に漢字1単 語 と、ス ピーカーで その漢字 の読 みを同

時 に提示 す る。(2)比較 刺激 として、漢字1単 語 と組み合 わせ た2、3、4単 語 を、それぞれ フレーム2・

3・4に 提示す る と同時に、 スピーカー よ り標準刺激 として提示 した漢字 の読 みを再提示す る。 この よ

うな条件 を含 む刺激制御 のた めの分化 強化 を随伴 する3秒 遅延視覚 ・聴覚 一視覚 ・聴覚見本合 わせ法 に

よって、精神遅滞児 に漢字の読字行 動を獲得 させ得 るか どうか を検 討 しようとした もので ある。被験者

は小学部 ・中学部 の児童生徒5名 、刺激資料 は体 に関す る漢字⑩、実験 デザイ ンはA-B-A-B-A、

視覚刺激 の提示時間 は8sec、 視覚刺激問 の遅延時間 は3secで あった。 その結果 、漢字 の正反応率 は、

AIに 比 しA3に おいては、全員 に上昇が見 られた。

実験Vで は、(1)漢字1単 語 をフレームの1つ に提示 し、同時 にその読 みをス ピーカー よ り提示 す る。

(2)(1)で示 した漢字 の読 みをス ピーカー より標準刺激 として提 示 し、続 けて(1)で提示 した漢字1単 語 と組

み合わせ た2・3・4単 語 をそれぞれ フレーム2・3・4に 比較刺激 として提示 する。 これ らの条件 を

含む刺激制御 のための分化強化 を随伴 す る3秒 遅延聴覚 一視覚見本合 わせ法 によって、精神遅滞児 に漢

字の読字行動 を獲得 させ得 るか どうかを検討 しよ うとした ものであ る。被験者 は高等部の生徒5名 、刺

激資料は果物 ・野菜 ・花 に関す る漢字⑳、実験デザイ ンはA-B-A-B-A-A(:Follow-up:8週 間後)、

視覚 ・聴 覚刺激 同時提示後、視覚刺激 の提示時間 は8sec、 聴 覚 一視 覚刺激 間の遅延 時間は3secで あっ

た。その結果、Baselilleお よびAcquisitionを 対象 とする漢字の正反応 率 は、Alに 比 しA3に おいて は、

全 員に上昇 が見 られた。かつ、A3よ り8週 間後 のFollow-up(A4)に おける正反応率 は、34%下 降 し

て33%～ 下 降せず100%の 範 囲で保持 して いた。

実験VIで は、(1膜 字 とそれ に対応 す る平仮名 をフレー ムに提示 し、同時 にその読み をス ピーカーで提

示す る。(2)平仮名1単 語 を標 準刺激 として フレー ムの一つ に提示 し、漢字1単 語 と組み合わせ た2・3・

4単 語をそれぞれ フレーム2・3・4に 比較刺激 として提 示す る。 この ような条件 を含 む刺激制御 のた

めの分化 強化 を随伴す る3秒 遅延視覚 一視覚見本合わせ法 によって、精神遅滞児 に漢字 の読字行動 を獲

得 させ得 るか どうか を検討 しようとした もので ある。被験者 は中学部 の生徒6名 、刺激資料 は果物 ・野

菜 ・花 に関す る漢字⑫の、実験 デザ インはA-B-A-B-A-A(Follow・up:8週 間後)、 視覚 ・聴覚刺激

同 時提 示 後、視 覚 刺 激 の提 示 時 間 は8sec、 視 覚 刺 激 間 の遅 延 時 間 は3secで あ っ た。 そ の結 果、

Baseline:お よびAcquisitionを 対象 とす る漢字 の正反応率 は、Alに 比 しA3に お いて は、全 員 に上昇が
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見 られた。かつ、A3を 施行 して8週 間後 のFollow-up(A4)に お ける正反応率 は、50%下 降 して50%

～上昇 ・下降せず67%の 範 囲で保持 していた。

実験Wで は、(1)センター キー に標 準刺激 として絵、サイ ドキーに比較刺激 として平仮名 を提示 して被

験者 に選択 させ る。(2)セ ンターキーに標準刺激 として平仮 名、サイ ドキーに比較刺激 として漢字 を提示

し被験 者 に選択 させ る。 これ を刺激制御 のための分化強化(従 来 の聴覚刺激 に 「視覚 的正誤提示装置」

によ り視覚刺激 を加 える)を 随伴 す る手動制御遅延視覚 一視覚見本合 わせ法で施行 し、精神遅滞児 に漢

字の読 字行動 を獲得 させ得 るか どうかを検討 しようとした ものであ る。被験者 は小学部 ・中学部 の児童

生徒5名 、刺激資料 は果物 に関す る漢字(6)、実験デザイ ンはA-B-A-B-A-A-A-A(A4・A5・

A6:3・6・9週 間後 のFollow-up)、 視覚刺激の提示時間 は手動で操作。視覚刺激間 の遅延時間 も手

動で操作 した(約1sec遅 延)。 その結 果、漢字 の正反応率 は、Alに 比 しA3に おいては、全員 に上昇が

見 られた。かつ、それ は3・6・9週 間後 のFollow-up(A4・A5・A6)に おいて も変動す るこ とな

く保持 していた。

実験田 では、センター キー に標 準刺激(絵)を 、サイ ドキーに比較刺激(漢 字)を 提 示 し、刺激制御

のための分化強化 を随伴す る3秒 遅延視覚 一視覚見本合わせ法 に よって、精神遅滞児 に漢字 の読字行動

を獲得 させ得 るか どうか を検討 しようとした もので ある。被験者 は中学部 の生徒6名 、刺激資料 は動物

に関す る漢字(7)、実験デザイ ンはPre七est-Acquisition-Posttest-Follow-up(2・8・12週 間後)、 視

覚刺激 の提示 時間 は8sec、 視覚 刺激 間の遅延 時間 は3secで あった。 その結果、漢字 の正反応 率 は、

Posttestに おいて は全 員に上昇が見 られた。かっ、それ は12週 間後 のFollow-upに おいて も、20%下 降 し

て60%(1名)～ 下降せず100%(3名)の 範 囲で保持 していた。

実験IXで は、セ ンター キー に標 準刺激 として絵 を、サイ ドキーに比較刺激 として漢 字をそれぞれ提示

し、刺激制御 のための分化 強化 を随伴 す る1秒 遅延視覚 一視覚見本合 わせ法 によって、精神遅滞児 に漢

字の読字行動 を獲得 させ得 るか どうかを検討 しようとした ものであ る。本実験 で は、「潜時測定装置」お

よび 「視覚刺激提 示時間の任意化」を可 能にす る装置 を付加 して施行 した。被験者 は高等部 の生徒4名 、

刺激資 料は動物 に関 す る漢字(7)、実験デザイ ンはPretest1-Baselinel期 間 一Pre七est2-Acquisition

期間 一Post七estl-Baseline2期 間 一Posttest2-Follow-up、 視覚刺激 の提示 時間は被験者 の任意、視

覚刺激 間の遅延時間 は1secで あ った。 その結果、漢字 の正反応率 は、Pretest1に 比 し、Posttest1に お

い て は全 員 が100%上 昇 して100%を 示 し、Posttest2に お いて も同様 全員 が100%を 示 した。か つ、

Follow-up(1週 間後 か ら14週 間後 まで5回 施 行)に おける正反応率 は全員が5回 とも100%を 保持 して

いた。なお、Baselinel期 間 において、標準刺激 と比較刺激の漢 字の見本合わせ行動が獲得 されていな

い段 階の潜時(平 均)よ りも、Baseline2期 間 において、その行動 が獲得 された段階の潜 時(平 均)の

方が短縮 され る傾 向を示 した。

第3章 では、第2章 で施行 した変動遅延見本合わせ法による諸実験に加えて、同時見本合わせ法によ

る実験を、「福島大学式言語学習装置」を用 いて施行することにより、精神遅滞児に対 し、漢字の読字行

動を獲得 させ るための有効な見本合わせ法を究明しようとしたものである。

実験Xで は、「福 島大学式言語学習装置」のオーディオプロジェクターの中央(セ ンターキー)に 標準

刺激 としての写真を提示 し、次いで、オーディオプロジェクターの中央(セ ンターキー)に 標準刺激 と

しての写真 と、その左右(サ イ ドキー)に 比較刺激 としての漢字を同時に提示することを含む、刺激制

御のための分化強化を随伴する同時視覚 一視覚見本合わせ法によって、精神遅滞児に漢字の読字行動を

獲得 させ得 るかどうかを検討 しようとしたものである。被験者は高等部の生徒3名 、刺激資料は日用品
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に関す る漢字@)、 実験デザイ ンはBaselinel期 間一Acquisition期 間一Baseline2期 間一Follow・up(1・

2週 間後)、 見本合 わせ の方法 は同時視 覚一視覚見本合わせ法であ った。 その結果、漢字の正反応率 は、

Baselinel期 間(Sessionl)に 比 しBaseline2期 間(Session5)に おいては全員が100%に 上昇 した。

Baseline2期 聞を終 了 して1・2週 間後 のFollow-upに お ける正反応率 は、2名 とも100%を 保持 してい

た(1名 欠席)。 漢字の正反応率が100%に なったsessionは 、例外 な く右 キーへの反応 が50%で ある こと

を示 した。すなわち、位置偏好(positionpreference)の 消失 を明 らか にす るこ とがで きた。かっ、刺

激制御 のための分化強化 を随伴 す る同時視覚 一視覚見本合 わせ法 によって、漢字の読字行動 を獲得 され

た段 階の平均潜時 の平均の方が獲得 されて いない段 階のそれに比 して短縮 され る傾 向を示 した。

第4章 では、変動遅延見本合わせ法および同時見本合わせ法による漢字の読字行動の獲得に関する実

験結果のうち、漢字の読字行動の正反応率を一覧にし、展望 した。 これによると、各見本合わせ法 とも

精神遅滞児の被験者に対 し、程度の差はあれ、いずれ も漢字の読字行動の正反応率を上昇させる結果を

示した。それ らのうち、比較的有効な見本合わせ法 と目され るものとして、以下の3つ が挙げられる。

(1)手 動制御遅延視覚一視覚見本合わせ法による読字行動の獲得(実 験V皿)

(2)1秒 遅延視覚一視覚見本合わせ法による読字行動の獲得(実 験IX)

(3)刺 激制御のための分化強化を随伴する同時視覚一視覚見本合わせ法による読字行動の獲得

(実験X)

第5章 で は、それ ぞれ異 なった10種 類 の見本合わせ法 による実験 の結果 を、4っ の観点か ら考察 した。

(1)標 準刺激 と比 較刺激 の提示方法

本研究の① 実験1か らVIま での漢字の正反応率 と、②実験V皿か らXま でのそれ を比較す る と、② の方

が高 いこ とが示 された。① は、比較刺激 を フレーム2・3・4の 順 に段 階的に提示 した ものであ る。②

は、被験者 に対 して、 は じめに標準刺激 を提示 し、次 いで比較刺激2つ を提示 し、標準刺激 と一致 する

刺激 を選択す るように要求 した ものであ る。 すなわ ち、 この② は、基本 的には、ハ トを被験体 とした見

本合わせの実験行動分析学 的研究 において、Cumming&Berryman(1961)が 示 した見本合 わせ法 の

手続 きを踏 まえた上 に、実験毎 にオ リジナルな見本合わせ 法 を開発 して施行 したものであ る。 以上 の結

果 によ り、標 準刺激 と比較刺激の提示 は、① の方法 よ りも② の方 法を用 いた方が、 よ り適切 である こと

が明 らか となった。

(2)標 準刺激 と比較刺激の提示時間

標 準刺激 の絵が提示 され、 その後、比較刺激の漢字(複 数)が 提示 され、絵 とマ ッチする漢字 を選択

し、その漢字 を読み なが らフレーム またはサイ ドキーを指 で押 す までの潜時 は、被験者 の個人間 におい

て も差 があ り得 るものであ るし、また、個人内において も実験の経過 とともに、変動 し得 る もので ある。

この ような問題 に対 して、実験V皿においては、被験 者の反応 に応 じて、実験者が、即時、実験装置 を手

動で制御 した。 その後、 「潜時測定装置」お よび 「視 覚刺激提示時間 の任意化」 を可能 にす る装 置 を考

案 ・製作 して、ModelIIに 付加 した(1980年)。 これ によ り、標準刺激 と比較 刺激 の提示時間 を、被験者

のペースに合 わせて 自動的 に設定 ・施行 ・記録す ることを可能 に した。 これを用 いて施行 したのが実験

IXで あ る。 その後、 「福島大学式言語学習装置」を考案 ・製作 した(1981年)。 この実験装置 によって、

標準刺激 と比較刺激の提 示時間は、全 く被験者 のペースに合 わせて 自動的に設定 ・施行 ・記録 す ること

が可能 とな り、 これ によって上記 の問題 は全 く解消 された。 これ を用 いて施行 したのが実験Xで あ る。

標準刺激 と比較刺激の提 示時間 を、被験者のペースに合わせ るよ うにした ことが、実騨 川・IX・Xが 他
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の実験 に比較 して、漢字 の正反応率 を上昇 させ得 た要因 の一つ と考え られる。

(3)標 準刺激 と比較刺激 の遅延時間

上記の実験結果 によると、変動遅延見本 合わせ法 を用 いる場 合 には、標準刺激 と比較 刺激 の遅延時間

が長 い実験(例 えば、実験1:10sec、 実験 皿:5sec)に 比 し、 それの短い実験:(例 えぼ、実験W:3

sec、 実験VH:約lsec、 実験IX:lsec)の 方が、漢字 の正反応率の上昇 とその保持 に効果があった こと

を示 している。 さらに、同時見本合わせ法 を用 いた実験Xの 結果 は、 自閉症で精神遅滞 と診断され た被

験者 を除き、上記、変動遅延見本合わせ法の場合 に比 し漢字の正反応 率 とその保持 に効果があった こと

を示 してい る。Berryman,Cumming&Nevin(1963)は 、ハ トにお ける遅延見本合 わせ の獲得 に関

す る実験 を施行 し、3羽 のハ トのお けるパ フォーマンスレベルの順序 が、 同時見本合わせ 、ゼ ロ遅延見

本合 わせ、 そ して、変動遅延見本合わせの1・2・4・10・24sec遅 延 の順で あるこ とを示 してい る。 こ

の順序 は、見本合 わせの困難度 が高 くなってい く順 を示 している。 その後、Smith(1967)は 、3羽 の

ハ トを被験体 として、弁別訓練課題 と見本 合わせ課題 の予備訓練 をした後 に、遅延テス トを施行 して い

る。 その結果、弁別訓練課題 と見本合わせ課題 に対する正反応率 は、遅延時間の関数であ ることを見 い

だ している。以上の ような実験行動分析学分野におけ る条件統制 された実験 の結果 と、応用行動分析学

分野 における本研 究の結果 とは、軌 を一 にしてい るもの と言 える。以上に より、精神遅 滞児に対 し、漢

字の正反応率 を上昇 させ る要因 の一つ として、次 の ことが挙 げられ る。変動遅延見本合わせ 法を用 いる

場合 は、標準刺激 と比較刺激 の遅延時間 をIsecの ように、可能 な限 り短縮す ることが必要で あ り、さら

に一層適切 なの は、同時見本合 わせ法 を用 い ることで ある。

(4)正 反応 と誤反応 に対する対応

上記10種 類の実験 におけ る正反応 と誤反応 に対 す るそれ ぞれの対応 を7っ に分類 した。10種 類 の実験

結果 に よる と、漢 字の正反応率 は、分類1、II、HI、Iv、v(実 験1、II、m)に 比 して、分類vl(実

験IV、V、VI)の それが、総 じて上昇 してい る。 この分類VIに おいて は、正反応 に対す る対応 は、正 の

強化子 としてチ ャイムによる聴覚刺激(67phone)を 即時提示 し、誤反応 に対す る対応 は、罰刺激 とし

て ブザーによる聴覚刺激(73phone)を 即時提示 した ものであ る。かつ、上記の分類に比 して、分類VH(実

験V皿、皿、IX、X)の それ は、総 じて さらに上昇 して いる。 この分類V皿においては、正反応 に対す る対

応 は、正の強化子 としてチャイ ムによる聴覚刺激(67phone、 実験Xは77.5phone)と ○印(背 景:緑 色、

実験Xの ○印 は緑 色)の 視覚刺激 を同時 に即時提示 し、誤反応 に対す る対応 は、罰刺激 として、 ブザ ー

に よる聴 覚刺激(73phone、 実験Xは72phone)と ×印(背 景:赤 色、実験Xの ×印 は赤色)の 視覚刺

激 を同時 に即時提 示 した もので ある。以上の ように、精神遅滞児 に対 して漢字の正反応 率を上昇 させ る

要 因の一つ として、正反応 と誤反応 に対す る対応 が挙 げ られ る。10種 類 の実験結果 は、それ らの対応 の

中で、最 も効果的 に作用 したのは、分類VHで あ ることを示 して いる。

結論

以上の如 く、精神遅滞児に漢字の読字行動を獲得させるための有効な見本合わせ法の究明を企図 とし

て10種類の実験:を2つ の実験装置を用いて施行 し、その結果を考察 して明らかにされた点は、以下の通

りであった。

精神遅滞児の被験者に対 して、変動遅延見本合わせ法9種 類 と同時見本合わせ法1種 類の実験を施行

したが、いずれの見本合わせ法を用いた場合においても、程度の差はあれ、漢字の正反応率を上昇させ

ることが示された。かっ、上記10種 類の見本合わせ法のうち、比較的有効な結果を示 したのは、次の3

っであった。(1)手動制御遅延視覚一視覚見本合わせ法による読字行動の獲得(実 験VH)、(2)1秒 遅延視覚
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一視覚見本合わせ法 による読字行動 の獲得(実 験IX) 、(3)刺激制御 のた めの分化強化 を随伴 する同時見本

合 わせ法 によ る読字行動の獲得(実 験X)。 これ ら3つ の見本合 わせ法が、共通 に具備 して いる要因 は、

以下 の通 りで あった。(1)1つ の標準刺激が提 示 され、被験者が それに反応す る と、2つ の比較刺激が提

示 され、被験者 は標準刺激 にマ ッチす る比較 刺激 を選択 して反応す るよ うにした こと。(2)標準刺激 と比

較刺激 の提示時間 を被験 者のペースに合わせ るようにした こと。(3)①標準刺激 と比較刺激 の遅延時間 を

可能 な限 り短縮す るように した こと(実 験:W:手 動制御 によ り約Isec遅 延、実験:IX:自 動制御 によ り1

sec遅 延)。 ② さ らに、 それ らの遅延 時間をな くす ことを可能 に した こ と(実 験X:同 時見本合わせ法)。

(4)刺激制御 のための分化 強化 として、正反応 に対す る正 の強化子、誤反応 に対す る罰刺激、 ともに、聴

覚刺激(チ ャイ ムまた はブザー)と 視覚刺激(q印 または ×印)を 、 それぞれ同時 に、かつ、即時提 示

す るように した こと。以上4っ の要因 および それ らの相乗効果 によ り、上記3つ の見本合 わせ法が、他

の見本合 わせ法 に比 し、有効 な結果 を示 した もの と判断 され た。

ModelIIは 、製作後、新た に考案 ・製作 した4点 の装置 を付加 しっつ、変動遅延見本合 わせ 法 による

実験 を9種 類施行 して きた。 しか しなが ら、本 実験装置で は、 同時見本合わせ 法によ る実験施行 は不可

能で あった。 そのため、新 たに 「福島大学式言語学 習装置」 を考案 ・製作す ることによって、初 めて、

その実験施行 を可能 にす ることがで きた。以上の経緯 によ り、上記3種 類の見本合 わせ法 中、就 中、有

効 なのは、 「刺激制御 のための分化強化 を随伴 す る同時視覚 一視覚見本合わせ 法に よる読字行動の獲得 」

(実験X)で あ る。今後、精神遅滞児 に漢字 の読字行動 を獲得 させ る指導 を一層推進 してい くためには、

この実験Xの 結果 を踏 まえた、 さ らなる実験 の施行 が要請 され る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、精神遅滞児の読字行動獲得のために有効な方法を追及することを企図 し、応用行動分析学

の立場に依拠 しなが ら、独 自の方法論のもとにこの分野における実証的な研究の成果を順次明快 に述べ

たものである。最終章 と結論においては応用行動分析学的接近の成果を実験行動分析学の知見 と対比さ

せなが ら、精神遅滞児の適応的行動促進のための方策を追求するための実践的な論考が加 えられた。全

体は5章 で構成 されている。

まず、第1章 で は、精神遅滞児 にお ける読字行動が社会適応上の問題 をいかに抱 えてい るかを養護教

育 の現場での経験 に もとつ いて論 じ、 その問題解決 のた めに取 り組 んだ本論文 の研 究の 目的 とその方法

につ いて詳述 してい る。行動分析学の立場 か ら、読字行動 をオペ ラン ト行動 として とらえる論拠 が まず

明 らか にされ る。 その上で、本研究が実験行 動分析学 に基づ き、ハ トを被験体 とした変動遅延見本合 わ

せ 法(Variabledelaymatching-to-sampleprocedure)と 、同 時 見 本 合 わ せ 法(Simultaneous

matching-to-sampleprocedure)と を適用 す ることが問題解決 に有効 であ ると想定 して独 自の見本合 わ

せ法 を考案 した こ とを明 らか に した。 この方法 は論者の案出 した行動分析実験装置 によ り実施で きるこ

とにな った経緯 も明 らか にされてい る。 この実験装置 として主要 な役割 を果た したのが、福 島大学式

BehaviorModificationSys七em、ModelII(略 称ModelII)と 福 島大学 式言語学習装 置 とで あ り、 い

ずれ も論者 自身が考案 した読字行動獲得 の学 習装置で ある。

第2章 は上記の方法論 に基づ いて、変動遅延見本合わせ法 による漢字 の読字行動 に関す る実証研究の

成果が逐次述べ られてい る。実験 は9種 類実施 され、有効 な見本合 わせ法 の究明が行われた。
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実験1で は、ModelIIの フレームの一つ に標準刺激(絵)、2・3・4に 比較刺激(漢 字)を 提示 し、

正反応 に対 して正 の強化子 を随伴す る10秒 遅延視覚 一視覚見本合 わせ法 を適用 した。視覚刺激間 の遅延

時間 は10secで あった。 その結果、漢 字の読字行動 の正反応率(以 下 、漢字 の正反応率 と略)に は、被験

者全員 に上昇 が見 られた。実験Ilで は、 フレームの一つ に標準刺激(絵)、2・3・4に 比較 刺激(漢

字)を 提示 し、正反応 に連動 して正の強化子3種 類、誤反応 に連動 して罰刺激お よび刺激制御のた めの

分化強化 を随伴 す る3秒 遅 延視覚 一視覚見本合 わせ法 を用 いた。視覚刺激問 の遅延 時間 は3secで あ っ

た。 その結果、漢字 の正反応率 には全員 に上昇 が見 られ た。実験 田で は、 フレームの一 つ に標準刺激

(絵)、2・3・4に 比較刺激(漢 字)を 提 示 し、 プロンプ ト(prompt)を 随伴す る5秒 遅延視 覚 一視

覚見本合 わせ法 を適用 した。視 覚刺激間の遅延時 間は5secで あった。 その結果、漢字 の正反応 率には

プロンプ トを随伴 させ た後 において全 員に上昇が見 られた。実験IVで は、標準刺激 として、 フレームの

一つ に漢字1単 語 と
、ス ピーカーでその漢字 の読み を同時に提示 した。 また、比較刺激 として、漢字1

単語 と組み合 わせ た2、3、4単 語 を、それ ぞれ フレーム2・3・4に 提示す ると同時 に、 スピーカー

よ り標 準刺激 として提示 した漢 字の読 みを再提示 した。 この ような分化強化 を随伴 す る3秒 遅延視覚 ・

聴覚 一視覚 ・聴覚見本合わせ法 を本実験 では適用 した。視覚刺激問 の遅延時間は3secで あった。 その結

果、漢 字の正反応率 には全員 に上昇 が見 られ た。実験Vで は、漢字1単 語 をフレームの一っ に提 示 し、

同時 にその読 みをスピーカー よ り提示 した。 さ らにその漢字 の読 みをス ピーカー より標準刺激 として提

示 し、続 けてその漢字1単 語 と組み合 わせ た2・3・4単 語 をそれぞれ フレーム2・3・4に 比較刺激

として提示す るように した。 この ような分化強化 を随伴 す る3秒 遅延聴覚 一視覚見本合 わせ法が本実験

で検討 された。視覚 ・聴覚刺激 同時提示後、聴覚 一視覚刺激:間の遅延時間は3secで あった。 その結果 、

Baselineお よびAcquisitionを 対象 とす る漢字の正反応 率 には全員 に上昇が見 られ た。 また、Follow-up

にお ける正反応率 も検討 し、学 習効果 の持続 について も吟味を加 えた。実験VIで は、漢字 とそれ に対応

す る平仮 名を フレームに提示 し、同時にその読 みをス ピーカーで提示 した他 、平仮名1単 語 を標準刺激

として フレームの一っ に提示 し、漢字1単 語 と組み合わせ た2・3・4単 語 をそれ ぞれ フレーム2・3・

4に 比較刺激 として提示 した。 これによ り分化強化 を随伴 す る3秒 遅延視覚 一視覚見本合 わせ法 を本実

験 で適 用 した。視 覚 ・聴 覚刺 激 同 時提 示 後、視 覚 刺激 聞 の遅延 時間 は3secで あ った。そ の結果、

Baselineお よびAcquisitionを 対象 とす る漢字の正反応 率 には全員 に上昇が見 られた。 また、Follow-up

での正反応率か ら、学習効果の持続が高 い ことを示唆 した。実験VIIで は、セ ンターキーに標準刺激 とし

て絵、サイ ドキーに比較 刺激 として平仮名 を提示 し選択 す るよう求 めた。 さらに、 セ ンターキー に標準

刺激 として平仮名、サイ ドキーに比較刺激 として漢 字を提示 し被験者 に選択 させ るよ うに した。 これに

よ り分化 強化(従 来 の聴覚刺激 に 「視覚 的正誤提示装置」 に よ り視覚刺激 を加 え る)を 随伴す る手動制

御遅延視覚 一視覚見本合わせ法 を適用 した。提示時間は手動、視覚刺激間の遅延時間 も手動で操 作 した

(約lsec遅 延)。 その結果、漢字の正反応率 には全員 に上昇が見 られた。 また、 それ は3・6・9週 間

後のFollow・upに おいて も保持効果 が顕著で あった。'実験Ml1で は、セ ンター キー に標準刺激(絵)を 、

サイ ドキーに比較刺激(漢 字)を 提示 し、分化強化 を随伴 す る3秒 遅延視覚一視覚見本合 わせ法 を適用

した。視覚刺激間の遅延 時間は3secで あった。 その結果、漢字 の正反応率 は、Posttestに おいて は全員

に上昇 が見 られた。 また、Follow・upで も、学習効 果の保持 は良好で あることが判明 した。実験IXで は、

セ ンターキーに標準刺激 として絵を、 サイ ドキー に比較刺激 として漢字 をそれぞれ提示 し、分化 強化 を

随伴 す る1秒 遅延視覚 一視覚見本合 わせ法 を適用 した。視覚刺激 の提示時間は被験者 の任意、視 覚刺激

間の遅延時間 はlsecで あ った。その結果、漢字 の正反応 率は、Pretestに 比 し、2回 のPosttestと も全員

が100%上 昇 して100%を 示 した。 そ して、Follow・upに お ける正反応率か らは全員が完全 に学習効果 を
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保持することが判明 した。

第3章 では、 さらに、同時見本合わせ法による漢字の読字行動に関する実験結果を報告している。こ

の方法は 「福島大学式言語学習装置」を用いて適用 され、実験:Xと して述べ られた。ここでは、学習装

置のオーディオプロジェクターの中央 くセンターキー)に 標準刺激 としての写真を提示 し、次いで、オー

ディオプロジェクターの中央(セ ンターキー)に 標準刺激 としての写真 と、その左右(サ イ ドキー)に

比較刺激 としての漢字を同時に提示 している。これは分化強化を随伴する同時視覚一視覚見本合わせ法

であった。その結果、漢字の正反応率は全員が100%に 上昇 した:。Follow-upに おける正反応率か らは保

持が極めて高いことが推定できた。

第4章 は、得 られた結果を、変動遅延見本合わせ法および同時見本合わせ法別に整理 し論述 している。

これによると、各見本合わせ法 とも精神遅滞児の被験者に対 し、いずれも漢字の読字行動の正反応率を

上昇させ ることが明 らかである。 しかし、それらのうち比較的有効な見本合わせ法は、(1)手動制御遅延

視覚 一視覚見本合わせ法による読字行動の獲得(実 験VH)、(2)1秒 遅延視覚一視覚見本合わせ法による読

字行動の獲得(実 験IX)、(3)刺激制御のための分化強化を随伴す る同時視覚一視覚見本合わせ法による読

字行動の獲得(実 験X)で あることを指摘 した。

第5章 では、それぞれ異なった10種類の見本合わせ法による実験の結果を、四つの観点から考察 して

いる。すなわち、(1)標準刺激 と比較刺激の提示方法、(2)標準刺激 と比較刺激の提示時間、(3)標準刺激 と

比較刺激の遅延時間、および④正反応 と誤反応 に対する対応を取 り上げて論及 した。

最後に、学習効果の高い刺激制御の諸条件について次のように結論づけた。(1)一っの標準刺激に反応

させた後、二っの比較刺激を提示 して、標準刺激 にマッチする比較刺激 を選択 させ ること。(2)標準刺激

と比較刺激の提示時間は被験者のペースを考慮 して決めること。(3)標準刺激 と比較刺激の遅延時間を可

能な限 り短縮すること。ω刺激制御のための分化強化 として、正反応に対する正の強化子、誤反応に対

する罰刺激、 ともに、聴覚刺激 と視覚刺激 を、それぞれ同時に、かつ、即時提示すること。以上四つの

要因およびそれらの相乗効果により、有効な結果が得 られるとした。

以上、論者の指摘は、今後さらに確認 と一層の効率的な取 り組みによる新たな資料収集を必要 とはし

ているが、精神遅滞児の適応的行動促進のための方策を追求するための実践的な論考 となってお り、本

研究の成果は障害児研究にも有用な内容を併せ持っものと判断される。

これ らの成果 は、斯界 に対 す る貢献が きわめて大 きい もので あ り、 よって、本論文の提出者 は、博士

(文学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有 す るもの と認め られ る。
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